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　メンバーの皆様、29期のクラブ活動へご理解とご協力を頂き感謝申し上げます。
　こうして無事に、一年間の任期を満了することができましたことを、心より御礼
申し上げます。まだまだ未熟な点や、至らなかった点などが多々あり、ご迷惑をお
かけしてしまったこともありましたが、皆様からの温かいサポートを受けて無事に
会長職を終える事ができました。
　私がクラブに在籍した13年間の中で最も早い一年であり、最も充実した時間を過

ごすことができましたが、今期もコロナ禍の中でクラブの活動がスタートし、例会は時短での開催、緊急事
態宣言が発令された際は中止する事となり、常にコロナと向き合いながら状況を判断する時間が続きました。
　そんな中で４名の新しい仲間を迎える入会式を行えた事、家族を呼ぶ例会を３回開催できた事（家族例会・
クリスマス例会・BBQ例会）がこの一年の中で特によい記憶として残っております。
　しかし本当に残念なこともありました。木下晴嗣君の急逝です。
　ワイズ歴１年先輩で、僕が入会してすぐ同期会を開催された際に、入会して間もない僕に気をかけてもら
い会に呼んで頂いて以降、公私共に大変お世話になりました。今でも信じられなく本当に残念でなりません。
　会長をさせていただいたこの一年はクラブの内外で本当に多くの事を学ばせていただきました。この経験
をこれからの人生に活かしていきたいと思います。
　最後になりますが、クラブ運営に関するすべてを引き受け実行してくれた三役の皆様、事業が変更や中止
となる状況下で対応してくれた各事業委員長の皆様、そしてメンバー皆様のおかげで一年を過ごせた事をあ
らためて感謝申し上げます。
　次期は30周年となる大切な期となります。メンバー全員が一致団結して周年事業に取り組むことができる
素晴らしいクラブだと確信しております。これからはクラブの一員として、会長をさせて頂いた経験を活か
し、クラブライフを楽しんでいきたいと思いますので今後ともどうぞよろしくお願い致します。

聖　句
　希望はわたしたちを欺くことがありません。

　ローマの信徒への手紙一　５章５節

「29期を振り返って」
会　長　藤 原 君 仁
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クラブ主題　『Rising Sun』みんなで乗越え未来に光を！
国 際 会 長 主 題　“Y's Men with the World”「世界とともにワイズメン」
　　  スローガン    “Heal the World with Love & Dignity”「愛と尊厳で世界を癒そう」
アジア会長主題　“Make a difference beyond the 100th”「100 年と超えて変革しよう」
　　  スローガン    “Be healthy !”「健康第一！」　
西日本区理事主題 　Challenges for the future 未来への挑戦
京都部部長主題　「人生は一度きり Part2」～ワイズライフで人生を謳歌しましょう！～

会　長　藤　原　君　仁
副会長　八　田　英　司
　〃　　大　谷　成　子
書　記　藤　田　圭　佑
　〃　　櫻　田　真　也
会　計　吉　山　裕　基
　〃　　勝賀野　雅　英

例　会　出　席 B F ポ イ ン ト ニ　コ　ニ　コ フ　ァ　ン　ド

５月第一例会	 30名
５月第二例会	 34名
在  籍  者  数	 59 名
	 （功０・広０）
出　席　率	　73.0％

５月末
切　　手	 0.81kg
現　　金	 0円
累　　計	 0円

５月
第一例会	 0円
第二例会	 60,000 円
累　　計	 661,360 円

５月

	

累　　計	 1,944,288 円

【強調月間】 評価と引継ぎ
ワールドドリームファンド

５月

累　　計	 0円
メーキャップ	 ０名



❷

ストの飛鳥井ワークセンター統括センター長・藤田公智様
のご挨拶を頂戴し、藤尾実・担当主事による主事報告・食前
感謝と滞りなく進行しました。主事報告ではウクライナ緊
急支援募金の説明とお願いをされ、会食・歓談となりまし
た。
　会食後は本日のセミナー、株式会社エフエーアイWEB
マーケティング事業部・橋本侑樹様より「アイデア次第! ! 
LINEで販促・効率化・ファン作り」の題目でLINE公式アカ
ウントの活用、個人経営・中小規模・大規模店舗・チェーン
店での販促戦略の違い、他SNSとの違い、アカウントの構
造を分かり易く説明していただきました。無料で出来る事
が沢山あると聞きましたので私も活用できるように努めた
いと思います。
　その後はニコニコタイム・YMCAの歌・藤原会長の閉会
宣言・点鐘となりました。大変充実し勉強になりました、
ありがとうございました。

聞き入ってしまいました。今後、上昇気温を抑えるために
は、日常生活の移動手段から、食べ物、衣服に至るまで、
環境に配慮したものを選択していくことが大切であるとい
うことを教えて頂きました。
　私自身、京都部部会の参加は初めてでしたが、とても有
意義な時間を過ごすことが出来たと思います。当日参加を
して頂きましたメンバーの皆様、お疲れ様でした。

アーで廻れました！ 結果は後
日という事で楽しみにしてい
ましたが、会長も私も入賞に
は至りませんでしたが、ゴル
ファーとして大変に名誉なベ
スグロ賞を頂きました(^^♪
　今回の世話役だったZERO
クラブの皆様ありがとうござ
いました。来年も是非参加し
たいと思います。

　ホテルに着き例会
場に行くと沢山の人、
例会始まる前から会
場はいつもの楽しい
雰囲気です。久しぶ
りに例会来ましたが
皆様温かく接してい
ただき、沢山の方と
近況報告などお話し
していましたら、あっ
と い う 間 に 例 会 ス
タートとなりました。
　ピーンと張りつめ

た空気、皆様の切り替えの早さと規律を重視されることに
感心させられました。藤原会長の開会点鐘、挨拶、ワイズ
ソング斉唱、グローバル宣言唱和、役員・委員会報告、ゲ

　コロナ禍の影響で、開催が延期されておりました第26回
京都部部会が、４月17日（日）にウェスティン都ホテル京都
にて開催されました。式典に始まり懇親会に至るまで、各
クラブのワイズに対する熱い思いが伝わってくる、素晴ら
しい会になったと思います。
　基調講演では、気象予報士の正木明様より、「この美し
い地球を後世に残すために」～今、私たちにできること～
というテーマでご講演を頂きました。地球温暖化により近
年、「1.09度」地球全体の平均気温が上昇しており、その為
にもたらされる様々な気象の変化のお話が大変興味深く、

　前日は１日中雨でしたが、さすが晴れ男を自称する藤原
会長！ 少し小雨もありましたが絶好のゴルフ日和での開
催となりました。蔓延防止重点措置の期間中でしたが感染
対策をしっかり行われた中、腕に自信があるワイズメン59
名が名門京都ゴルフ倶楽部に集結しました。
　難攻不落のドSコース、大の大人がゴルフボールを池に
ポチャンと入れたり山に打ち込んだり砲台グリーンに悩ま
され一往一来と皆さん頭を抱えながらのゴルフでした。
　私は自宅からゴルフ場まで車で５分で着くノンストレス
の近さと、勝手知ったる地の利を生かし実力以上の好スコ

４月第二例会（通常例会）報告（４月20日＜水＞R・R・H）

京都部部会報告（４月17日＜日＞ウェスティン都ホテル京都）

リトセンチャリティーゴルフコンペ2022報告（３月20日＜日＞京都ゴルフ倶楽部上賀茂コース）

高谷　友依

福本　匡宏

島倉　泰三



たのが大縄跳びでした。子供、大人も必死に飛んで笑いの
たえない時間でした。委員会対抗大縄跳び大会も酔っぱら
いながらも真剣にチャレンジしています。本当に大盛況で
した。
　その後、全員で後片付けをし、藤原会長の閉会挨拶で終
了いたしました。ぜひ次回は来られなかったメンバーの方
たちも参加して盛り上がりましょう。ドライバー事業委員
会の皆様、参加していただいた皆様、大変お疲れ様でした。

した。
　式典の中で、パレスクラブの50年の歩みを映像で拝見し、
我がグローバルクラブを含め、５つのクラブをチャーター
していることを知り、改めて同クラブの歴史の深さを感じ
させられました。
　また、50周年記念事業として、ラオス人民民主共和国に
YMCAを創設するべく、手始めにホテル専門学校をラオ
スに創ると発表され、東京YMCA国際ホテル専門学校へ
現地ホテル専門学校の創業費として1,000万円を寄贈され
ました。パレスクラブのエネルギーと熱い思いをここでも
感じることが出来ました。
　グローバルクラブも来年30周年を迎えます。パレスク
ラブに負けないくらい熱い思いで盛り上げていきましょ
う！！

皆さん笑顔で楽しんでおられたのがすごく印象に残りまし
た。コロナ禍の
閉塞感をほんの
ひと時、忘れさ
せてくれる、そ
んな時間を過ご
すことが出来ま
した。
　来年は、是非
とも、満開の八
重桜を見てみた
いものですね。

　５月８日の日曜
日に、BBQ例会が
行われました。３
年ぶりに行動規制
のないゴールデン
ウィークで長引く
コロナ禍の生活で
旅行やレジャーを
控えていた分、皆
さん大いに盛り上がりました。
　京都駅のバスターミナルに集合したのちにバスで出発、
現地組は直接YMCA宇治リトリートセンターに集まりま
した。全員でBBQの用意をして、久保田次期会長の乾杯
でスタートしました。
　まず、お茶とジュースと缶チューハイ、サーバーからの
生ビールでのどを潤し、BBQのスタートです。お肉、魚と、
ボリューム満点です。トマトや万願寺トウガラシなど野菜
も盛り沢山です。特に鯖や鮭などBBQであまり口にしない
ものがとてもおいしかったです。アヒージョも格別でした。
　お腹いっぱいになったところで、一番盛り上がりを見せ

　過日の５月７日（土）に、ホテルオークラ京都にて、京都
グローバルワイズメンズクラブの親クラブである京都パレ
スワイズメンズクラブの50周年記念例会が盛大に行われま

　過日の４月10日、京都YMCAリトリートセンターにて、
さくらフェスタ2022の開催がありました。
　当日は、とても良い天候に恵まれ、穏やかな春の日差し
が心地良く感じられました。例年どおりですと、八重桜が
見事に咲き誇りとても綺麗なはず、とのことでしたが、今
年は少し時期尚早でメインの八重桜はまだ後少し、という
感じでした。それでも、しだれ桜はほぼ満開を迎えており、
春の訪れを感じることが出来ました。
　私は、家族で参加をさせて頂き、京都部の各クラブが出
店をしている屋台で美味しい食事を頂きながら、ビール片
手に息子とスタンプラリーを楽しんでおりました。
　参加をして頂いた方々も、ボランティアによる運営側も、

５月第一例会（BBQ例会）報告（５月８日＜日＞YMCA宇治リトリートセンター）

京都パレスワイズメンズクラブ50周年記念例会報告（５月７日＜土＞ホテルオークラ京都）

さくらフェスタ2022報告（４月10日＜日＞京都YMCAリトリートセンター）

宮田　貴之

福本　匡宏

福本　匡宏
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おとなりさん（2022年6月）
クラブ名 第 一 例 会 第 二 例 会 クラブ名 第 一 例 会 第 二 例 会

京 都 エ イ ブ ル
パ レ ス み や び
ウ エ ス ト ト ッ プ ス
め い ぷ る ト ゥ ー ビ ー
キ ャ ピ タ ル 東 稜
プ リ ン ス ウ ェ ル
センチュリー Z E R O
ウ イ ン グ 北京都フロンティア
洛 中

6 月のスケジュール 2022年5月度役員会報告
１．30周年記念例会日程変更の件� （承認）
２．年間事業報告の件� （承認）

第 一 例 会　６月１日（日）	 通常例会
	 19：00〜
	 リーガロイヤルホテル京都
第 二 例 会　６月18日（土）	 引継例会
	 18：30〜
	 リーガロイヤルホテル京都
役　員　会　６月22日（水）	 19：00〜
	 リーガロイヤルホテル京都

YMCA NEWS
●サマープログラム受付
　夏休みは、お子さまにダイナミックな成長の機会と環境
を与える絶好のチャンスです。
　夏休み中の子ども達のためのキャンプとスイミング・体
操のサマープログラムを実施します。
　お申込は以下の通りです。ぜひ、ご参加ください。
お申込み開始
　YMCA会員および2022年度プログラム参加の方
　　6月7日（火）～
　上記以外の方　6月14日（火）～
お申込み専用サイト
　右のQRコードからWebにアクセスのう
え、お申込みください。

お問合せ　京都YMCAウエルネスセンター
　　　　　（Tel）075-255-4709

HAPPY BIRTHDAY
岡　　　瑛　彦 君　　　　1983年６月 ７ 日
大　村　貴　則 君　　　　1979年６月18日
杉　浦　美　和 君　　　　1973年６月23日
福　本　匡　宏 君　　　　1978年６月27日
高　谷　友　依 君　　　　　　　　６月28日
大　岩　英　人 君　　　　1969年６月29日

情野　　剛君・早加さん　　　2016年6月 5 日
上杉　敏博君・慶美さん  　 1993年6月 6 日
豊田　秀哉君・万由美さん   2006年6月14日
村上　　仁君・緑さん　　   1991年6月30日

HAPPY ANNIVERSARY

次回も参加したいとのお声も頂き、メンバーの私としては、
良い仕事ができたと自負しています。‥スコア以外は‥
　第三回、四回チャリティーゴルフを控え、ゲストの方々も

喜んで参加できる会になっていくことは、
とても大事なことでありますし、またこれ
が盛大さを増幅させることになると思い
ます。言うまでもなく私はすべて参加す
る予定にしています。このプロジェクトが
大成功となる様、少しでも貢献できるよ
う頑張っていきたいと考えています。

　表題、第二回チャリティーゴルフがジャパンクラシック
カントリークラブにて開催されました。良い季節そして快
晴のなか、スコア以外は大変心地よく、そして大変盛り上
がった会となりました。今回はゲストを
３人お招きして、和気藹々と楽しいゴル
フをさせて頂きました。…スコア以外は
‥。そしてなんとなんと、ただ楽しいだ
けのゴルフではなくゲストのお一人が５
位。もう一方は優勝という結果を遂げら
れました。ゲスト様もこの快挙をうけて、

30周年記念事業カンボジア学校建設プロジェクト 第二回チャリティーゴルフサーキット報告（４月19日＜火＞ジャパンクラシックカントリークラブ） 谷　圭一朗


